筆記課題
筆記課題
　「製図」
	注意事項
１．　制限時間

　　
６０分　

　２．注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）試験中、質問等があるときは挙手してください。




	問題

	1
	機械図面は、設計者が自由な表現で、自由な記号や文字を用いて作図してよい。

	2
	図面などの規格を決めている機関であるＪＩＳとは、日本工業規格のことである。

	3
	Ａ３の図面サイズの面積は、Ａ４サイズの面積の２倍である。

	4
	図面用紙は、Ａ列サイズを優先して使用する。

	5
	図面用紙は、必ず横長で使用しなければならない。

	6
	図面の輪郭線は、線の太さが０．５ｍｍ以下でなくてはならない。

	7
	図面尺度５：１は、実際の大きさを１／５にした縮尺である。

	8
	一枚の図面の中には、異なる尺度を用いてはならない。

	9
	線の太さの比率は、極太線：太線：細線＝４：２：１である。

	10
	図面に用いる線は、太さが２種類（細線と太線）、線種が４種類（実線、細線、一点鎖線、二点鎖線）の組み合わせで決められている。

	11
	破断線は、細い一点鎖線で描く。

	12
	破線とは、点を一定の間隔で並べたものである。

	13
	線の優先順位は、外形線が最も上位である。

	14
	線の優先順位は、中心線よりも切断線が上位である。

	15
	図面内の文章に用いる仮名は、必ずカタカナを使わなければならない。

	16
	機械図面で使用できる文字は、直立体のみである。

	17
	機械図面は、世界中全ての国が第三角法を用いている。

	18
	第三角法を示す投影法の記号は、右図の通りである。
	[image: image1.wmf]

	19
	投影図は、必ず主投影図（正面図）、平面図、側面図の３投影面を描かなければならない。

	20
	右図の局部投影図は、不適切である。
	[image: image2.wmf]

	21
	補助投影図で斜面の投影を行う際、矢示法を用いて配置してもよい。

	22
	部分拡大図を作図する際、元図の拡大する対象箇所を細い実線で囲む。

	23
	断面図とは、切断した面の切り口を表した図のことである。

	24
	ＪＩＳでは、断面（切り口）には必ずハッチングを施すと規定されている。

	25
	軸は、いかなる場合でも切断して断面図にしてはならない。

	26
	片側断面図を用いる際、断面にする側は上側又は右側と決まっている。

	27
	部分断面図を用いる際、切断した箇所との境界線を切断線で表す。

	28
	回転図示断面図を用いる際、切り口の形状は必ず太い実線で表す。

	29
	複雑な形状を表す場合には、必要に応じて多数の断面図を用いてもよい。

	30
	断面図で、薄板など切り口が薄い場合には、実際の寸法にかかわらず、１本の極太線で表すことができる。

	31
	図形が対称形式の場合には、対称図記号を用いて片側を省略することができる。

	32
	対称図形の省略をする場合、必ず対称図記号を用いなくてはならない。

	33
	右図は、中間図の省略図として適切である。
	[image: image3.wmf]

	34
	二つの面が交わる部分（相貫部分）を表す線には、太い実線を用いる。

	35
	右図のように、細い実線で対角線を記入した箇所は平面である。
	[image: image4.wmf]

	36
	対象物の面の一部に特殊な加工を施す場合には、太い一点鎖線でその範囲を示す。

	37
	加工に用いる工具、ジグなどの形状を参考として図示する必要がある場合には、太い二点鎖線で表す。

	38
	長さ寸法の単位はｃｍ（センチメートル）を使う。

	39
	寸法は、なるべく主投影図に集中して記入する。

	40
	図面に記入する寸法は、特に明示しない限り、その図面に図示した対象物の素材寸法を示す。

	41
	参考寸法は重要な寸法なので、必ず記入しなければならない。

	42
	中心線、外形線、基準線及びそれらの延長線を寸法線として用いてはならない。

	43
	引出線には、必ず矢印の端末記号を用いる。

	44
	累進寸法記入で用いる起点記号は、白抜きの丸（○）である。

	45
	寸法補助記号Ｓφは、円の直径を表している。

	46
	円形状の直径を表す寸法数値の前には、必ず寸法補助記号φを付けなければならない。

	47
	寸法補助記号Ｃは、４５°の面取りを表している。


	48
	右図のように、縦横が１０ｍｍの四角形の寸法は、□１０としてまとめることができる。
	[image: image5.wmf]

	49
	右図の寸法は、弦の長さ寸法を表している。
	[image: image6.wmf]

	50
	穴の寸法で、貫通穴の場合には深さを記入しない。

	51
	穴の寸法で、６キリと記入されている場合には、エンドミルで加工しなければならない。

	52
	「１２×６キリ」の寸法表示は、φ１２のドリルで６個穴をあけるという意味である。

	53
	投影図または、断面図における直線の、ある基準に対する傾きの度合いのことをテーパという。

	54
	右図のＡの寸法は、φ１４．５である。
	[image: image7.wmf]

	55
	寸法公差とは、最大許容寸法と最小許容寸法との差のことである。

	56
	右図の寸法記入法は正しい。
	[image: image8.wmf]

	57
	中間ばめとは、すきま及びしめしろが無いはめあいのことである。

	58
	「φ１０Ｈ７」と「φ１０ｆ６」のはめあいは、すきまばめである。

	59
	ＪＳ（ｊｓ）どうしのはめあいは、中間ばめになる。

	60
	寸法数値に許容差の記入がないものについては、許容差が存在しない。

	61
	右図の幾何公差の記号は、真円度を表している。
	[image: image9.wmf]

	62
	右図の幾何公差の記号は、平行度を表している。
	[image: image10.wmf]

	63
	右図の幾何公差の記号は、直角度を表している。
	[image: image11.wmf]

	64
	表面粗さのパラメータとして、Ｒｚは十点平均粗さを表している。

	65
	表面性状の図示記号で、右図は除去加工する場合に用いられる。
	[image: image12.wmf]

	66
	算術平均粗さ（Ｒａ）の値として、Ｒａ１．６よりもＲａ６．３の面の方が滑らかである。

	67
	表面性状の加工方法の記号で、Ｇとは研削を表している。

	68
	機械構造用炭素鋼鋼材のＳ４５Ｃは、炭素の含有量が約４５％である。

	69
	一般構造用圧延鋼材のＳＳ４００とは、最低引張り強さが４００ＭＰａである。

	70
	材料記号のＳＵＳとは、アルミニウムのことである。

	71
	材料記号のＡ２０１７とは、アルミニウムの一種である。

	72
	右図の図Ａのようなすみ肉溶接を指示する場合は、図面には図Ｂの記号を記入する。
	[image: image16.wmf]
　　　　　　　　　　　 図Ｂ

図Ａ

	73
	ナットのねじ部は、「めねじ」と呼ばれる。

	74
	ねじの図示は、おねじでもめねじでも同じである。

	75
	メートル並目ねじＭ１０のピッチは１．５ｍｍである。

	76
	直径が６ｍｍ以下のねじの表記は簡略してもよい。

	77
	ねじ部（めねじ）の断面図において、右図のハッチングの描き方は正しい。
	[image: image13.wmf]

	78
	ねじ部を隠れ線で描く場合は、太い破線と細い破線を使い分ける必要はない。

	79
	二条ねじとは、並目ねじの半分のピッチになっているねじのことである。

	80
	左巻きのねじを表すために、ＬＨと記入して表す。

	81
	六角ボルトの部品等級は、ＡよりもＣの方が精度よく作られている。

	82
	小ねじで、「すりわり付き」とあるものは、頭に十字の溝が作られている。

	83
	右図は、十字穴付き皿小ねじの略図として正しい。
	[image: image14.wmf]

	84
	ざぐり径は、ボルトの頭の径よりも小さくしなければならない。

	85
	座金の種類には、平座金とばね座金の２種類しかない。

	86
	平行キーの端部は、両丸形、両角形，片丸形がある。

	87
	平行キー本体には許容差があるが、キー溝には許容差はない。

	88
	勾配キーの勾配値は、１：１００である。

	89
	平行ピンの種類で、Ｃ種はＡ種よりも寸法許容差が＋側にある。

	90
	テーパピンのテーパ値は、１：５０である。

	91
	割ピンは、ナットの回り止めや、取付部品の抜け止めに用いられる。

	92
	Ｃ形止め輪には、軸用と穴用がある。

	93
	ローレットには、アヤ目と並目の２種類がある。

	94
	永久軸継手とは、スイッチやレバー操作で連結を断続できる軸継手の事である。

	95
	すべり軸受けとは、球体などの転動体の作用により、軸の回転を滑らかにする部品である。

	96
	深溝玉軸受の転動体は、円筒のころである。

	97
	単列自動調心ころ軸受の簡略図示は、右図の通りである。
	[image: image15.wmf]

	98
	歯車の図示で、歯車のピッチ円は細い一点鎖線で表す。

	99
	歯車の役割は、主として２軸間に熱を伝えるものである。

	100
	チェーン伝動で用いられるのは、チェーンとスプロケットである。
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